
令和4年度　第2回高知県いじめ問題対策連絡協議会（R5.１/26）　協議内容を踏まえた対応（進捗状況）

【拡充】「『高知家』いじめ予防等プログラム」活用の周知啓発（HP教職員ポータルサイト高知家まなびばこへの掲
載、教育長会、校長会等）とともに、プログラムを活用した研修（生徒指導主事会）を実施

→生徒指導主事会（５/25）等において「『高知家』いじめ予防等プログラム」を活用した研修を実施
・本年度も引き続き校長会等でプログラム活用等について周知啓発

→主任児童委員研修会（３/23）において概要版を配布し、周知

【拡充】「授業づくり講座（道徳）」の参加促進（拠点校7校に加え、新規に指定校を1校追加）
→授業づくり講座（道徳）を６/20より実施予定
（年間15回　実施予定）

【拡充】校長会等での周知のみならず、教育長会、生徒指導主事会等でスクールロイヤーの活用について、事例等
を活用した研修を行う

→現在検討中（生徒指導主事会11/2等）

【継続】校内支援会への専門職（SC・SSW等）の参画により、引き続き校内支援会の強化を図る

→高知県地域学校協働活動研修会（７/25）において概要版を配布し、周知予定
・市町村の福祉部署と学校との連携促進（SSWと34市町村福祉部署との連携）

【新】不登校児童生徒の社会的自立に向け、不登校特例校の設置など多様な教育機会の確保についての検討や、
教育支援センターの機能強化、フリースクール等の民間団体との連携促進

→「高知県不登校児童生徒の多様な教育機会確保に関する協議会」を設置し、第1回協議会を６/20に開催
　本県における多様な教育機会に係る現状と課題、今後の方向性等必要な事項について検討

→第1回スクールカウンセラー研修（６/４）において、他県が実施している全員面談等について周知し、SCの資質向上を図った

  ※第２回協議テーマ「多様な子どもたちへの支援について」（高知県のいじめ防止対策・高知県の不登校対策について）

協議の
視点

委員の主な意見項目 （１）協議を踏まえた対応について （２）　（１）の進捗状況　（令和５年７月現在）

「『高知家』いじめ予防等プログラム」
の一層の活用 【継続】学校のみならずPTAの研修等でも活用することで、学校・家庭・地域等の連携促進及び未然防止・早期対

応の充実を図る

道徳教育の推進
【継続】「道徳教育推進のための取組」における好事例を収集し、道徳教育パワーアップ研究協議会にて収集した
好事例を発信

→道徳教育副読本「高知の道徳」について一部改訂し、配付予定
（公私立小中学生対象）

スクールロイヤーの有効活用
【拡充】高知弁護士会と今後も連携をしながら、活用促進につながるよう、申請手続きに係る実施要領の見直し（例　
申請期限〈実施日の2ヶ月前〉の変更）等も検討

→申請手続きに係る実施要領の見直しについて協議（４/６）し、現在検討中
・スクールロイヤーによる法を基にした学校で起こる色々な問題の対応に関する助言、及び児童生徒へのいじめ等の予防教育を実
施（スクールロイヤーによる教職員への研修依頼９件、児童生徒への授業依頼2件：７月現在）

『生徒指導提要』（改訂版）
に沿ったいじめ防止等の取組

【新】いじめ防止に関する各所属の事業を『生徒指導提要』（改訂版）で示された4層構造（支持的生徒指導、未然
防止教育、課題早期発見、困難課題対応）に分類し、本協議会で検討

→県立校長研修会（５/31）や生徒指導主事会（５/25）等にて子どもの発達を支える生徒指導など、『生徒指導提要』（改訂版）
に沿った対応の周知を実施
・いじめに関する生徒指導の重層的支援構造に基づいた取組について、本協議会で報告
（協議内容を「高知県いじめ防止基本方針」改訂内容に反映予定）

組織的な対応ができる体制づくり

【継続】今後も組織的対応等の支援となる研修資料集をＨＰ（教職員ポータルサイト高知家まなびばこ）に掲載し、
様々な研修会等で発信していく →いじめや不登校についての校内研修資料（例「いじめへの組織的なあり方」「子どものSOSサインへの気づきと理解」）を本年

度もHPに掲載（7月予定）し、学校の組織的対応についての体制づくりを支援
→校内支援会への専門職（SC・SSW等）の参画

学校・保護者・地域・関係機関等との連
携による早期対応、早期対処の充実

【拡充】地域学校協働活動推進事業（高知県地域学校協働活動研修会等）で「『高知家』いじめ予防等プログラ
ム」を活用した啓発を実施し、学校・家庭・地域等の連携及び未然防止・早期対応の充実を図る

【継続】いじめ防止等につながる関係機関との連携について、引き続き本協議会で検討 →「高知県いじめ防止基本方針」に基づく各関係機関・団体の主要な取組を踏まえ、連携の在り方について、本年度も引き続き本
協議会で検討

未然防止につながる対応
【新】地域を巻き込み、児童生徒の成長を促す新規事業「高知夢いっぱいプロジェクト推進事業」を実施。また、今ま
での成果を公開授業研修会や生徒指導主事会等の場で周知するとともに授業動画を公開（教職員ポータルサイト
高知家まなびばこ）し、県内全域に成果を広げる

→「高知夢いっぱいプロジェクト推進事業」における令和3年度・令和4年度実践事例集を公開（教職員ポータルサイト高知家まな
びばこ）し、県内全域に成果を広げる働きかけをしている。（公開授業研修会実施後、授業動画については公開予定）

校内の居場所づくり

【拡充】「校内適応指導教室」の拡充（R3：４中学校　R4：７中学校　R5：11中学校予定）コーディネーター役の加
配教員を配置し、生徒が安心して学べる環境整備と効果的なあり方について研究を実施

→「不登校支援推進プロジェクト事業」及び「個別最適な支援をつなぐ校区内連携事業」を実施し、校内サポートルームの拡充及
び小中連携、小小連携の充実を図る

SCを活用した組織的な対応

【新】東京都が実施しているSCによる全員面談の内容（他県での好事例）等について、SC研修等で周知し、児童生
徒がSOSを出すことができる場の拡充につなげる
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